
遠野市長記者懇談会（令和３年９月 22 日） 発表項目 

 

 

■日時 令和３年９月22日（水）11：00～12：00 

■場所 市役所本庁舎多目的大会議室 

 

 

【発表項目】 

１ 新型コロナウイルス感染症対策に係る取組等の状況について （資料No. １） 

 

２ 遠野市市制施行 16 周年記念功労者表彰式について （資料No. ２） 

 

３ 申請書等への押印の求めの廃止について （資料No. ３） 

 

４ 遠野市健幸ポイント事業の実施による医療費・介護費抑制効果について 

 （資料No. ４） 

 

５ 令和３年度秋季企画展「遠野物語と呪術」の開催について （資料No. ５） 

 

 

 

今後の主要行事、お知らせなど 

(1) 遠野産ホップ使用キリン『一番搾りとれたてホップ生ビール』全国発売について 

（ お知らせNo. １ ） 

(2) Ａｄａｇｉｏ秋マルシェの開催について（ 別添チラシ ） 

(3) 特別企画展「Ｉｗａｔｅ，the Last Frontier－ 辺境に差す はじまりの光 －」の開催について 

（ 別添チラシ ） 
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遠野市

新型コロナウイルス感染症対策に係る
取組等の状況について

令 和 ３ 年 ９ 月 2 2 日
遠 野市長記者発表資料
総 務 企 画 部
新型コロナウイルス対策室

資料 No.1



1. 主な対応経過

R2/1/28 国内初となる日本人感染者を確認

4/8 国の緊急事態宣言発令
8都府県（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県、福岡、福岡県）
市新型コロナウイルス感染症対策本部を設置 ※解除後も継続設置中

4/13 総務企画部内に
「新型コロナウイルス対策室（11人体制）」を設置

4/16 国の緊急事態宣言の対象地域が全国に拡大
第１回遠野市新型コロナウイルス感染症対策連絡調整会議開催

5/25 国の緊急事態宣言が全地域で解除

7/29 県内初の感染者確認（盛岡市１名、宮古市１名）

8/26 市内初の感染者確認（５名）

Ｒ3/1/7 国の緊急事態宣言発令
1都3県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）
1/14追加（栃木県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県）

2/1 総務企画部内に
「新型コロナワクチン接種対策室（11人体制）」を設置

3/21 緊急事態宣言の全対象地域解除

3/25 市内2例目の感染者確認（１名）

4/19 65歳以上ワクチン接種 市内予約開始

4/23 国の緊急事態宣言発令
４都府県（東京都、大阪府、京都府、兵庫県）
5/12追加（愛知県、福岡県）5/16追加（北海道、岡山県、広島県）5/23追加（沖縄県）

4/27 65歳以上ワクチン接種 市内接種開始

7/12 国の緊急事態宣言発令
7/12追加（東京都）8/2追加（埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府）8/20追加（茨城県、栃
木県、群馬県、福岡県、京都府、兵庫県、福岡県）

8/4 64歳以下ワクチン接種 市内接種開始

8/12 岩手緊急事態宣言発令

8/16～9/7 市内3～6例目の感染者確認（計4名）

9/16 岩手緊急事態宣言解除

❖市内感染者数 計10人
・Ｒ2/8/26 5人 ・R3/8/27 1人
・Ｒ3/3/25 1人 ・R3/8/30 1人
・Ｒ3/8/16 1人 ・R3/9/7 1人

❖対策に係る会議実績 計49回
【Ｒ２年度】
・対策本部会議25回
・連絡会議11回
・連絡調整会議１回

【Ｒ３年度】

・対策本部会議12回 ※直近開催は８/30

❖議会説明 計12回
【Ｒ２年度】
4/24臨時会、6月定例会、7/30臨時会、
9月定例会、11/16臨時会、12/25臨時会
2/10臨時会、3月定例会
【Ｒ３年度】
4/15調査特別委員会、6月定例会、7/26調査特別委
員会、9月定例会

❖対策予算
【Ｒ２年度】

約67億1,135万円（全69事業）

【Ｒ３年度】

約５億3,338万円（全25事業）
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2. 取組概要

フェーズ① 緊急初動期
国内感染確認 ～ 緊急事態宣言

・急速な感染拡大への対応
・国・県の指示に基づく緊急的対処

フェーズ② ウィズ・コロナ期
緊急事態宣言解除後の段階的移行

・感染予防と経済活動の両立
・新しい日常の醸成
・感染者発生時の迅速かつ的確な対処

フェーズ③ ポスト・コロナ期
ワクチンの普及等による収束

・ワクチン接種の円滑な実施
・感染予防・経済対策の継続実施

２本柱

感染防止対策 ¥ 経済対策
迅速で強靭な
情報ネット

感染発生時の
緊急対応

新しい日常の
普及・啓発

施設等での
感染防止対策

衛生用品の
調達・備蓄

避難所運営
における対策

教育環境の
確保・充実

妊産婦・高齢
者等への配慮

地域外来・
検査センター

各種
給付金事業

事業継続
雇用確保

観光等誘客
キャンペーン

高齢者・
低所得者支援

産業・生産
基盤強化

デジタル化
生産性向上

移住・定住
ワーケーション

地元消費
喚起

商工労働
相談窓口

影響の長期化を視野に入れつつ、各フェーズに応じた
「感染予防対策」と「経済対策」の2本柱の対策を展開する。

◎経済低迷による税収減への対応
◎ポスト・コロナに向けた出口戦略

◎デジタル化等による強靭で効率的な社会へのシフト
◎影響の長期化による感染予防対策と経済対策の継続

令和２年２月～５月

フェーズに応じた対策

地方創生臨時交付金 県市町村総合支援費補助金国・県事業 市独自事業

課 題

長期化の可能性あり

スピード感ある事業展開 幅広いニーズへの対応 国・県事業との連動

ワクチン接種
の円滑な実施

令和３年度～令和２年６月～３月
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優先接種（予約支援）実施状況
・基礎疾患保有者 → ８月末完了
・子育て施設等従事者 → ８月末完了
・警察職員・教職員 → ９月上旬完了
・妊婦等 →  １回目接種済（10月上旬完了）
・外国人技能実習生 →  １回目接種済（10月上旬完了）
・中学３年生・高校３年生 →  １回目接種済（10月上旬完了）

※ネット予約支援窓口 相談実績 約490件

（1）接種進捗状況 ※9/19日㈰速報値 ※市内接種会場のみ

対 象
対象

見込数

接種実績
備 考

1回目 2回目

医療従事者等 1,300人 1,300人 1,300人 高齢者施設等職員含む

65歳以上

高齢者
約10,500人

10,001人
（約95%）

集団・・・6,875人
個別・・・2,371人
施設・・・ 755人

9,941人
（約94%）

集団・・・6,764人
個別・・・2,422人
施設・・・ 755人

65歳以上高齢者接種前倒計画
→ ７月末完了

※接種保留者、要支援者については、64歳以下の接種日程で
随時接種いただけるよう、予約支援等の取り組みを継続

12歳～

64歳

約12,000人

8,557人
（約71%）

集団・・・6,610人
個別・・・1,947人

5,011人
（約42%）

集団・・・3,589人
個別・・・1,422人

・８月４日より接種開始済み
・１１月中の完了見込

市内接種合計
（対象約23,800人）

19,858人
（約83%）

16,252人
（約68%）

（2）64歳以下の段階予約の開始状況等
・7/30㈮ … 第１弾先行予約開始（60～64歳対象）

・8/4㈬ …  第２弾先行予約開始（50～59歳対象）

・8/12㈭ … 全世代予約開始（12歳～49歳を追加）

・8/25㈬ … 予約可能日程追加（9/3・4・5）

・9/8㈬ … 予約可能日程追加 (9/17・18・19)

※国からのワクチン供給に応じて予約可能日程を追加

約68％が２回接種完了

３. 新型コロナワクチン接種の進捗状況等
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４. R３年度新型コロナウイルス対策事業

第１弾
当初予算

11,125千円
（新規3事業）

85,545千円
（新規9事業）

96,670千円
（新規12事業）

第２弾
1号補正予算

（4/9専決処分）

119,680千円
（新規1事業）

17,052千円
（新規1事業）

136,732千円
（新規2事業）

第３弾
２号補正予算
（6月定例会）

26,135千円
（新規1事業）

110,100千円
（新規3事業）

136,235千円
（新規4事業）

第４弾
３号補正予算

（6/25専決処分）

31,970千円
（新規1事業）

21,934千円
（新規1事業、増額1事業）

53,904千円
（新規2事業、増額1事業）

第５弾
４号補正予算
（９月定例会）

79,806千円
（増額2事業）

30,030千円
（新規5事業、増額1事業）

109,836千円
（新規5事業、増額3事業）

268,716千円
（新規6事業、増額2事業）

264,661千円
（新規19事業、増額2事業）

533,377千円
（新規25事業、増額4事業）

感染予防対策 ￥経済対策 合 計

合 計
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５. 生活困窮者等への対応状況 ※令和３年８月末現在

（1）税金、保険料、使用料等の猶予・減免・軽減等の申請件数

(５) 各種相談窓口（Ｒ３年度分）

※貸付額単位：万円

(2) 緊急小口資金、総合支援資金 申請件数

保 険 料
減
免

７月
末比

介護保険料 3 ±0

後期高齢者
医療制度保険料 3 ±0

使 用 料 等
猶
予

７月
末比

上・下水道使用料 2 ±0

保育料 1 ±0

遠野テレビ使用料 0 ―

市営住宅使用料 0 ―

市奨学金償還 0 ―

※コロナ特例分のみ、件数及び貸付額は延べ、Ｒ２年2・3月は申請なし

※コロナ関連のみ ※数値は実数(累計)
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税金
納税猶予 納期延長 減免・軽減 合計

R２ R３ R２ R３ R２ R３ R２ R３

個人市民税 ３ ３ ５ ０ ０ ０ ８ ３

法人市民税 ３ ０ 19 ４ ０ ０ 22 ４

固定資産税 ０ ０ ６ ０ ０ 90 ６ 90

軽自動車税 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

国保税 ０ ０ ６ ０ 13 ４ 19 ４

Ｒ２年度
（4月～３月）

Ｒ３年
４月

５ 月 6 月 ７月 8月 合計

緊急
小口

申請件数 50 2 5 4 4 1 66
貸付額 915 35 100 80 80 20 1,230

総合
支援

申請件数 10 1 1 3 3 1 19
貸付額 455 60 60 95 125 33 828

◎自立生活相談窓口
・コロナの影響による新規相談 10件（R2実績 12人）

・住居確保給付金の新規申請 0件（R2実績 1人）

◎生活保護窓口
・コロナの影響による新規受給者 0人（R2実績 2人）

(３) 自立生活支援金 申請件数

6月 ７月 8月 合計

申請件数 0 0 0 0
給付額 0 0 0 0

※コロナ関連のみ ※数値は実数(累計)



R2年度 Ｒ１年度 Ｒ1同期比

観光施設 941,203人 1,585,619人 ↓40.6% 減

宿泊施設 39,920人 68,640人 ↓41.8％ 減

観光施設等入込推移 ※景観施設、行祭事含む 宿泊施設入込推移

千人万人

６. 観光・宿泊業への影響

感染拡大から１年間の累計 ※景観施設、行祭事含む Ｒ3年8月速報値 ※景観施設、行祭事含む

R3.4～8 R1.4～8 Ｒ１同期比

観光施設 594,017人 834,171人 ↓28.8％減

宿泊施設 19,046人 34,140人 ↓44.2％減

（１）入込状況等
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（２）主要イベントの対応方針

イベント名 Ｒ３年度 Ｒ２年度

躍進みやもり祭り（10/３） × 中止 中止

第16回遠野市継走大会（10/3） × 中止 中止

産業まつり（10/9・10） × 中止 中止

第48回遠野市乗用馬市場（10/25・26） 〇 規模縮小し関係者のみで開催
縮小開催

(関係者のみの参加)

とれたてホップ初飲み会（11/1予定） △ 規模縮小し関係者のみの開催とし検討中
縮小開催

(関係者のみの参加)

第16回遠野市民芸術祭（10/30~11/1） 〇 合同茶会は中止。舞台合同発表会・総合展示会（特別
展）・菊花展は感染対策を徹底して実施

縮小開催
（内容の一部見直し 等）

明日の遠野の環境を考えるフォーラム2021
（11/28） 〇 感染対策を徹底して実施

縮小開催
(関係者のみの参加)

令和４年遠野市消防出初式（1/9予定） 〇 規模の縮小及び分散開催として検討中
縮小・分散開催

（関係者のみの参加）

遠野市成人式「はたちのつどい」（１月上旬） △ 開催方法等について検討中
縮小開催

（オンライン中心）

市民の舞台「遠野物語ファンタジー」
（２月下旬） △ 開催方法等について検討中

縮小開催
（遠野テレビ生放送 等）

観光キャンペーン「遠野ふゆまつり2022」
（１月～３月） △ 実施内容について検討中

縮小開催
（内容の一部見直し 等）

×中止 △未定 〇開催または開催予定
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上半期のイベント開催状況

・東北デスティネーションキャンペーン（4/1～9/30）… 〇 実施中

・遠野さくら祭り（４/17~5/5）… 〇 縮小開催

・JR釜石線SL銀河運行（8/21～9/26） … 〇 実施中

・町民運動会（6/6）… × 中止

・国定公園早池峰山入山式（6/13）… × 中止

・東北馬力大会馬の里遠野大会（6/27）… × 中止

・全国やぶさめ競技遠野大会（7/18）… 〇 縮小開催（関係者のみ参加）

・柏木平リバーサイドまつり（7/18）… × 中止

・遠野納涼花火まつり（8月）… × 中止

・遠野ホップ収穫祭（8/21・22）… × 中止

・遠野わらすっこまつり・消防フェア（9/5）… × 中止

・清養園御前池つり大会（9/5）… 〇 延期（10/3）

・総合食育センターぱすぽる 食育まつり（9/12）…× 中止

・日本のふるさと遠野まつり（9/18・19）… × 中止

下半期（10月～3月）の主要イベント



  
 
 
 
 

遠野市市制施行１6周年記念功労者表彰式について 
 
 

【発表の要旨】 
市制施行16周年を迎えることを記念し、功労者表彰式を開催します。 

 
【発表の内容】 
１ 日時 令和３年10月１日（金） 午後１時30分～午後２時30分 
 
２ 場所 遠野市民センター 大ホール 
 
３ 内容  

 (1) 開式のことば 

 (2) 市民憲章朗唱 

 (3) 市長式辞 

 (4) 市議会議長挨拶 

 (5) 表彰・感謝状贈呈（66個人、団体） 

  ○ 市勢振興功労者表彰（２人） 

  ○ 特別表彰（11団体） 

  ○ 功労者表彰（32人） 

  ○ 感謝状贈呈（４人、12団体） 

  ○ 職員表彰【非常勤の特別職の職員】（５人） 

 (6) 来賓祝辞 

 (7) 受賞者代表挨拶 

 (8) 閉式のことば 

 

４ 出席者 
  受賞者、県議会議員（遠野選挙区）、県南広域振興局長 
  合計 約 80人を予定（無観客での開催） 
 

５ 主な受賞者 

 (1) 市勢振興功労者 （２人） 

   遠野市表彰条例の規定により、市勢の振興及び公共福祉の増進に尽くし、そ

の功労が極めて顕著であるものを表彰する。 

  ア 佐々木
さ さ き

 國
くに

允
ちか

 氏 73歳（上郷町）【教育、学芸等文化の発展に関し功績

顕著】 

    遠野市郷土芸能協議会会長を務め、郷土芸能の保存・伝承を推進し、遠野

遠野市記者発表資料 

令和３年９月 2 2 日 

総 務 企 画 部 総 務 課 
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の文化の継承及び向上に尽力したほか、遠野郷しし踊り保存会連絡協議会名

誉会長、板沢しし踊り保存会会長、上郷しし踊り保存会会長を歴任し、地域

の児童等の健全育成にも尽力するなど、教育、学芸等文化の発展と市勢の発

展に寄与した。 

     

  イ 三浦
み う ら

 貞一
ていいち

 氏 70歳（青笹町） 【産業の振興に関し功績顕著】 

    一般社団法人岩手県建設業協会遠野支部支部長を務め、当市における建設

業の発展に多大なる尽力をした。平成23年に発生した東日本大震災時には、

地域建設業のリーダーとして被災地のがれき撤去作業の陣頭指揮を行い、被

災地の復興を後方から支援するなど、産業振興と市勢の発展に寄与した。 

 

 (2) 市制施行16周年記念地域づくり特別表彰（11団体）【地域づくり活動に関し

功績顕著】 

ア 遠野町まちづくり協議会（旧遠野町地域づくり連絡協議会） 

イ 綾織夢・希望のまち推進会（旧綾織町地域づくり連絡協議会） 

  ウ 小友町まちづくり協議会（旧小友町地域づくり連絡協議会） 

エ 附馬牛町地域づくり協議会（旧附馬牛町地域づくり連絡協議会） 

  オ 松崎町未来づくり協議会（旧松崎町地域づくり連絡協議会） 

  カ 土淵町地域づくり連絡協議会 

  キ 青笹町地域づくり連絡協議会 

  ク 上郷町地域づくり推進協議会（旧上郷町地域づくり連絡協議会） 

  ケ 宮守銀河まちづくり協議会（旧宮守地域づくり連絡協議会） 

  コ 達曽部地域づくり連絡協議会（旧達曽部地域づくり連絡協議会） 

  サ 鱒沢地域づくり会議（旧鱒沢地域づくり連絡協議会） 

    新遠野市誕生から現在まで、永きにわたり地区の中心となり市民協働によ

る特色のある地域づくりの推進に尽力した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務企画部総務課行政文書係 （佐々木）

   電話 0198-62-2111 （内線 115） 

担当
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申請書等への押印の求めの廃止について 
 
 

【発表の要旨】  

市民や事業者の利便性の向上を図るため、本年10月１日から、市に提出する

申請書などの書類への押印の求めを原則として廃止することとしましたので、

お知らせします。 

 

【発表の内容】 

１ 概要 

  これまで、市に提出する申請書や届出書などの書類は押印を必要としていま

したが、市民や事業者の利便性の向上を図るため、それらの書類への押印の求

めを原則として廃止することとしました。 

  押印の求めを原則廃止とする書類は、“認め印”の押印を求めるもので、市

が提出先となっている書類の９割以上がその対象となります。 

 

２ 施行期日 令和３年10月１日 

 

３ この取組の具体例 

押印を廃止する書類 個人の確認にならない認め印の押印を求めるもの 

 例・各施設の利用申請（申込）書 

  ・各種許可申請書 

  ・医療費給付申請書 

  ・補助金の交付申請書 など 

引き続き押印が必要な書類 実印や金融機関届出印等の押印を求めるもの 

 例・各種口座振替依頼書 

  ・市営住宅入居請書 

  ・委任状 

  ・法令を根拠に押印の必要がある書類 など 

 

４ 今後の取組 

  申請書等への押印の求めの廃止を契機として、市では、行政手続のオンライ

ン化の実現に向けた取組を進めていくこととします。 

 

 

遠野市記者発表資料 
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総 務 企 画 部 総 務 課 
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総務企画部総務課（白岩） 

   電話 0198-62-2111（内線 115） 

担当 
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遠野市健幸ポイント事業の実施による医療費・介護費 
抑制効果について 

 
 
【発表の要旨】 
  「遠野市健幸ポイント事業」参加者 1,504 名のうち、2016 年度から５年間継

続して参加している 186 名について検証したところ、医療費・介護費について
５年間総額で約１億 300 万円の抑制効果がありました。また、2020 年度の参加
者１人あたり平均医療費・介護費は、年間約 13.4 万円の抑制効果がありました。 

  さらに、１日あたりの平均歩数が 5,000 歩以上の参加者は、５年間総額で１
人あたり約 40 万円の医療費抑制効果があり、健康無関心層が第１ステップとし
て実現しやすい 5,000 歩を達成することでも効果があることが分かりました。 
本事業は健康づくり分野だけでなくまちそのものを元気に、さらには市内商

業組合との連携により地域経済の活性化に寄与しており、より一層の事業の推
進に取り組みます。 

 
 
【発表の内容】 
１ 健幸ポイント事業における医療費・介護費の抑制効果  

2016 年度に参加し、2020 年度まで継続参加している 186 名の医療費・介護
費総額の推移を見ますと、事業の開始後から一貫して参加者の医療費・介護費
が低い傾向であり、５年間総額で約１億 300 万円の抑制効果がありました。 

参加者１人あたりの平均医療費・介護費抑制額は５年間総額で約 55.4 万円
となりました。（2016 年度：約 3.2 万円、2017 年度：約 12.4 万円、2018 年度：
約 15.1 万円、2019 年度：約 15.1 万円、2020 年度：約 13.4 万円） 
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健康福祉部健康長寿課 
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本データの留意事項 
１）参加群：2016 年度から参加し 2020 年度末時点まで健幸ポイント事業を継続する国保・後期高齢の被保険者 
２）非参加群：参加群と「性別」「年齢」「参加前年度の医療費・介護費」が一致または類似した者 
３）非参加群の医療費・介護費総額は、参加群の人数に合わせて算出している
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２ 歩数 5,000 歩以上で医療費抑制効果  
   歩数と医療費の関係性に注目したところ、１日あたり平均 5,000 歩以上歩い

ている参加者（参加者の 65％）は参加していない人と比べ、5 年間総額で 1 人
あたり約 40 万円の抑制効果がありました。 

   生活習慣病予防のために厚生労働省が推奨する歩数は65歳未満8,000歩以上、
65 歳以上 7,000 歩以上ですが、「遠野市健幸ポイント事業」の参加者において
は、運動不十分層や健康無関心層が第１ステップとして「まずは 5,000 歩以上」
という実現しやすい目標を目指すことにより、医療費抑制効果が得られること
が分かりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 要介護認定の抑制効果  
   75 歳以上の後期高齢者において、「健幸ポイント事業」への参加による要介

護認定の抑制効果がみられました。しかし、事業を中途離脱した人ではその効
果が見られていません。このことから、事業への参加を継続することが介護予
防につながる可能性が示されました。 
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本データの留意事項
１）本データは、2016 年度参加者のうち、75 歳以上の者の介護認定

発生率を示している 
２）本データは、2017 年以降に退会した者・歩数データをアップロー

ドしていない者を”離脱群”として分析している 

本データの留意事項 
１）本データは、 2016 年度から 2020 年度末時点

まで健幸ポイント事業を継続した者の 1 人あた
り医療費総額を示している 
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４ 健幸ポイント事業のその他の成果  
(1) 市民全体の平均歩数の増加に寄与 
  市民の１日当たりの平均歩数は、2015 年度のアンケート調査では 4,848 歩で

したが、2020 年度は 6,155 歩と、大幅に増加しています。健幸ポイント事業参
加者の増加（2015 年度参加者 471 人→現在 1,504 名）により、珍しかった「歩
く姿」が、当たり前となり、ウオーキングに取り組みやすい、健康づくりを意
識しやすい環境に変わったことが要因の１つと考えられます。 

(2) 健康無関心層の取込みと健康行動の定着化 
  健康無関心層がインセンティブ（健幸ポイント）の付与をきっかけとして本

事業に参加しており、歩数や血圧等を計測するセルフモニタリングの習慣と運
動習慣の定着につながっています。 
また、市内の 11 事業所が本事業に加入しており、働き盛り世代に対し、事

業所と協働して健康支援を行うことで、若い年代の健康行動に直接アプローチ
する機会を得ることができています。 

 (3) 健幸ポイントによる地域経済の活性化 
   参加者の頑張りに応じ健幸ポイントを付与する仕組みであり、市内 122 店舗

が加盟する「すずらん振興協同組合」が発行するスキップポイントを活用する
ことにより、地域経済の活性化に寄与しています。 

(4) 小さな拠点（身近な地区センター等）で健康づくりができる環境整備 
  市内 11 か所で計測会や運動教室（主に筋力運動）を実施しており、市民が

身近な場所で気軽に健康づくりに取り組むことが可能な環境が整備できてい
ます。これにより、セルフモニタリングと運動習慣の定着、介護予防につなが
る筋力の維持・増進に寄与しています。    

(5) 教育・地域づくりへの貢献 
   健幸ポイントは個人の消費活動に利用できるほか、小中学校ＰＴＡや自治会

に寄付することができ、それぞれの活動費として活用されています。 
 

 

【遠野市健幸ポイント事業とは】 
健康に関心のある人だけでなく健康無関心層に、国が推奨するインセンティブ

（ご褒美＝ポイント）をきっかけに参加し、歩数や血圧等を計測するセルフモニタ
リングと運動を習慣化してもらうことで、市民の健康寿命の延伸と医療費・介護費
の抑制効果を狙う事業です。 
 

 
【分析の基本情報】 

１ 対象者：2016 年度に健幸ポイント事業に参加した 40 歳以上の国保・後期高齢被保険者のうち、2020 年度 

まで継続して事業参加している 186 人について、５年度間の総医療費（医科・歯科・調剤・DPC の医療保険 

レセプトから集計した入院・入院外の合計医療費）、介護費（介護給付費と自己負担額の合算）、要介護認定 

状況を事業に参加していない市民と比較した。（平均年齢 71.7±6.1 歳） 

２ その他の条件 

(1) 途中退会者および 2020 年度に一度も歩数をアップロードしていない者を除外 

※要介護認定発生率の推移の分析では、上記を除外せずに分析 

(2) 参加者のうち、本事業の目的である生活習慣病・介護予防と関連しない疾患での高額医療者（上位 2％） 

を除外 

 
健康福祉部健康長寿課 (佐々木、川原) 

   電話 0198-68-3185 （直通） 

担当 
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令和 3 年度秋季企画展「遠野物語と呪術」の開催について 
 
【発表の要旨】 
  遠野市立博物館では秋季企画展「遠野物語と呪術」を開催します。 
『遠野物語』や民間信仰、年中行事などにみられる「まじない」の習俗を中心
に遠野と東北各地の資料を展示します。 

 
【発表の内容】 
１ 企画内容 
   「呪術」とは、神や精霊などの超自然的な力や神秘的な力に働きかけ、種々の願望

をかなえようとする行為、およびそれに関連する信仰の体系のことを指すことばで、

「まじない」「魔術」などとも呼ばれる。『遠野物語』には様々なまじないの話が掲載

されています。また遠野の民間信仰や年中行事などにもまじないの習俗を見ることが

できます。本展覧会では、遠野と東北各地のまじないに関する資料を中心に展示しま

す。 

 

２ 会期・会場等 
・会期 10 月 22 日（金）～11 月 23 日（火・祝） 

・開館 午前 9 時～午後 5 時 

  ・会場 遠野市立博物館企画展示室 

 
３ 主な展示資料 

・病気や災難を除ける 

 厄払い人形、護符、疫病神、蘇民将来など 

  ・未来を察知する 

   占い、おみくじに関する資料など 

  ・願望をかなえる 

   寺社の御札、縁起物（恵比寿大黒など）など 

 
４ イベント 
  ・ギャラリートーク 
   10 月 22 日（金）、11 月 12 日（金）13 時 30 分～14 時 

  ・関連施設イベント「ドキドキ！縄文呪術展－キミはたそがれ魔法陣を見たか⁉」 

   （10 月 22 日～令和４年３月 31 日まで遠野まちなか・ドキ・土器館で開催） 

 

５  問い合わせ 
遠野市立博物館 

住所/〒028-0515 遠野市東舘町3-9  電話/0198-62-2340 ファクス/0198-62-5758 

メール/bunka@city.tono.iwate.jp  

遠野市記者発表資料 

令和３年９月 2 2 日 

市 民 セ ン タ ー 博 物 館 
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遠野市民センター博物館 

副主幹兼学芸員 長谷川 浩 

電話 0198-62-2340 （内線 322） 

担当 
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遠野産ホップ使用キリン『一番搾りとれたてホップ生ビール』 

全国発売について（発売 18 年目） 
 

【発表の要旨】 
  遠野産ホップ使用「一番搾りとれたてホップ生ビール」が 11 月２日(火)にキ

リンビール株式会社から全国発売されます。 

 発売 18 年目を迎える商品となり、累計販売本数が※３.３億本を超える人気ブ

ランド。 

※2020 年末時点 350ml 缶換算 

 
「一番搾り とれたてホップ生ビール」商品概要 

◇発売時期 令和３年 11 月２日(火) 

◇販売地域 全国 

◇商品コンセプト 今年とれたての遠野産ホップを贅沢に使用した、特別な一番搾り 

◇製法特徴 

収穫したばかりの状態でそのまま凍結し、細かく砕いた「遠野産凍

結ホップ」を贅沢に使用し、麦芽 100%の一番搾り製法で仕上げていま

す。（急速凍結粉砕ホップ使用は、キリンの特許技術。） 

多くのビールは一般的に、収穫後乾燥させたホップを使用していま

すが、「一番搾りとれたてホップ生ビール」は、遠野で収穫したばかり

のホップを、水分を含んだ生の状態で凍結させ、細かく砕いて使用す

ることで、旬のホップのうまさを引き出しています。 

「一番搾り」の上品なうまみに加え、旬のとれたてホップのみずみ

ずしく華やかな香りが楽しめます。 

 

【202１デザイン】 

 
 

 

 

産業部六次産業室 (菅原) 

電話 0198-62-2111 （内線 44１） 

担当 

遠野市記者発表資料 

令和３年９月 2 2 日 

産 業 部 六 次 産 業 室 

お知らせ Ｎｏ．１
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